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１．TOP 画面 

 

① 使用する店舗を選択します。 

② 新しい店舗を作成します。 

③ コントローラとのデータのやり取りを行います 

LAN から取込み コントローラからデータを PC に取り込みます。 

LAN から書出し PC からコントローラへデータを書き出します。 

④ メニューを設定します。 

部門     売上集計する部門を作成します。 

メニュー   メニューの作成、プルダウンリストの作成、セットメニューのサ癖をします。 

ブックレット ハンディのキー割り付けをします。 

⑤ 担当者の設定をします。 

⑥ CSV データをインポート・エクスポートをします。 

  

⑥  ①  

②  
③  

⑤  

④  
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２．部門画面 

 

 

① 部門の名称を付けます。 

ダブルクリック、又は部門を選択し変更をクリックします。 

 

② 名称を入力し、確定をクリックします。 

  

①  

②  
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３．メニュー画面 

 

① 基本となるメニューを登録します。 

② メニューにぶら下がるコメント・ハンディ上のカテゴリボタンを設定します。 

③ セットメニューを設定します。 

  

③ ② ①  
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４．メニュー詳細画面 

 

① メニューを選び、ダブルクリックもしくは変更をクリックします。 

 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

①  

⑧ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑨ 

①  
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② 名 称・・・メニュー名を全角１０文字で入力します。 

③ 単 価・・・メニューの金額を入力します。 

④ 種 類・・・通 常 → 通常のメニューです。 

          メ ッ セ ー ジ → 調理指示にのみ印字されます(金額は０円)。 

⑤ 属 性・・・メ イ ン → 通常のメニューです。 

有 料 修 飾 → トッピング等親が無いと打てない有料のメニュー 

         例) 大盛 100 円、ゆで卵 50 円 etc 

           無料修飾(長) → コメント等、親が無いと打てない無料のメニュー 

         例) ドレッシング、飲み方 etc 

          無料修飾(短) → メニューの前に一文字つきます。 

         例) 後、先、同、注 

          メイン(加算禁止) → 通常のメニューで 1つずつでしか打てないメニュー 

      例)ランチ A(選択肢 2つ) etc 

⑥ 課 税 方 式・・・税テーブル１が内税 税テーブル２が外税 

⑦ 品 番 P L U・・・金額入力のできるメニューになります。 

⑧ 部 門 リ ン ク・・・売上を集計する部門を選択します。 

⑨ チケット枚数・・・メニュー毎に同プリンタから出すチケット枚数。 

          無しにすると無しのメニューが 1 枚にまとまって印字されます。 

⑩ マイナス単価・・・単価がマイナスになります。 

⑪ 0 単 価・・・単価が 0 円になります。 

⑫ ｷ ｯ ﾁ ﾝ ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾀ 印 字・・・出力するプリンタにチェックを付けます。複数にもチェックできます。 

⑬ バ ー コ ー ド・・・任意のメニューコード６桁＋EEEEEEEE(8 個)を入力します。 

入力規則例 1) 部門番号 2 桁＋メモリ番号４桁 

部門 8 のメモリ番号 125 の場合→080125EEEEEEEE 

入力規則例 2) 部門番号 2 桁＋部門内連番 4 桁 

部門 8 の 4 つ目のメニューの場合→080004EEEEEEEE 

⑭ 子ｱｲﾃﾑのﾁｹｯﾄ印刷・・・セットメニュー等で各料理を別プリンタから出したい場合使用。 

例) A セット→拉麺と餃子とドリンク 

 Ａセットのﾁｹｯﾄ印刷を「はい」にすると各子ｱｲﾃﾑは自分の 

プリンタ指示に従います。 
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設定例 

 

 

  

 飲み放題のメニュー 

種類：メッセージ 属性：メイン ０単価：はい 

 

 

通常のメニュー 

種類：通常 属性：メイン 

 

 

金額フリーのメニュー 

種類：通常 属性：メイン 品番 PLU：はい 
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５．プルダウンリスト 

プルダウンリストの種類 

   

  

キーに割り付けるカテゴリ 

 

 

メニューにぶら下がり、コメントになる 
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６．プルダウンリストの作成 

 

① 使用するプルダウンリストを選び、ダブルクリックまたは変更をクリックします。 

 

①  

②  
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② リストに名称を付け、確定をクリックします。 

 

③ プルダウンリストに入れるメニューを選択し、プルダウンリストへドラッグ＆ドロップします。 

 
④ プルダウンリストにメニューが入りました。 

③  

 

④  
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７．メニューにぶら下げる 

 

⑤ プルダウンリストをぶら下げたいメニューへドラッグ＆ドロップします。 

 

※プルダウンリストの階層は２階層です。 

 １メニューにプルダウンリストは４つまでです。 

 

  

⑤ 
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８．セットメニュー 

メニューに必ず付随するメニュー 

 

① 使用するセットメニューをダブルクリックもしくは変更をクリックします。 

 

② 名称を入力し確定をクリックします。 

①  

②  
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③ 入れるメニューを選択し、セットメニューへラッグ＆ドロップします。 

 

④ 作成したセットメニューを付随させるメニューへドラッグ＆ドロップします。 

③  

④  
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⑤ セットメニューが完成。 

 

※プルダウンリストの中にあるメニューはセットにできません。 

※セットメニューをプルダウンリストに入れることはできません。 

 

  

⑤  
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９．ブックレット 

 

① 設 定 対 象 ・・・ キー配置画面か、印刷画面を選択します。 

② 編集ブックレット選択 ・・・ ブックレット番号…キーパターンを選択します(8 パターン) 

             ページ番号…ブックレットのページを選択します(6 ページ) 

             面 番 号…メニューを配置する面を選択します(4 面) 

③ 作業フィールド ・・・ キーの割り付け等を行います。 

④ メニューキー配置 ・・・ 割り付けるメニューを選択します。 

⑤ 取 引 キ ー 配 置 ・・・ 割り付ける取引キーを選択します。 

             基本使用するのは(キー無し)とリスト(プルダウンリスト)です。 

 

  

⑤  

④  

③  

②  

①  
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10．メニューキー割り付け 

 

① 割り付けをするブックレット・ページ・面を選択します。 

② メニュー選択をクリックし、メニュー一覧を表示させます。 

 

③ メニューを選択し、割り付ける位置へドラッグ＆ドロップします。 

②  

①  

③  
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④ キーが割り付けられました。 
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11．プルダウンリスト割り付け 

 

① 割り付けをするブックレット・ページ・面を選択します。 

② リストを割り付ける位置へドラッグ＆ドロップします。 

 

③ 割り付けたリストをクリックし選択状態にします。 

④ プロパティ設定をクリックします。 

①  

② 

③ 

④ 
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⑤ ボタンの名前を付けます。 

⑥ リストリンクに割り付けるプルダウンリストを選択します。 

⑦ 確定をクリックします。 

 

⑧ プルダウンリストが割り付けられました。 

  

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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12．キーを削除する 

 

① 割り付けをするブックレット・ページ・面を選択します。 

② (キー無し)をキーを消す位置へドラッグ＆ドロップします。 

 

③ キーが削除されました。 

②  

①  
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12．メニューシート色付け 

 

① 設定対象を印刷内容に変更します。 

 

② 色を変更したいキーを選択します。 

③ キーの書式・背景色をクリックします。 

①  

③  

②  
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④ 色を選択し OK をクリックします。 

 

⑤ 色が変わりました。 

 

 

 

 

④  
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